
【アドバイザリースタッフ派遣事業】

那覇市教育委員会と琉球大学教育学部との連携・協力事業で、琉球大学の先生方を校内研修

等へ招聘して、教材研究や授業づくり等を一緒になって研究することができます。昨年度は「夏

期リーダー研修会での講話」や「特別の教科 道徳」等の研修で活用した学校もありました。

★詳しくは、教育研究所Webページをご覧ください。

５日 (火) 教育法規講座Ⅰ

19日 (木) 第３回 中堅教諭等資質向上研修会
（道徳科代表授業）

23日 (日) 慰霊の日

27日 (木) 第５回 初任者研修

（特別活動示範授業）

28日 (金) 教育法規講座Ⅱ

６月１９日（木）の第３回 中堅教諭等資質向上研修会で
は、道徳科の代表授業を実施します。中核教員としてこれま
での実践をもとに道徳科の指導における課題解決を図り、指
導力向上を目的として実施します。
小学校２グループ、中学校１グループに分かれ、各グルー

プで「道徳的価値の自覚を深める
授業づくり」「考え、議論する道徳
の授業づくり」等、共通課題に対
して、グループ全員で授業をつく
り、研修会で研究討議を行ってい
きます。 （昨年度の様子）

第３号
令和元年６月３日発行

所長 平安山 敏和

授
業
改
善
と
学
級
担
任
の
「
凡
事
徹
底
」
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安
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敏
和

５
月
中
旬
に
梅
雨
入
り
し
、
雨
天
、
曇
り
空
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
各
園
・

学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
雨
水
の
大
切
さ
も
学
び
な
が
ら
、
日
々
元
気
に
活
動
し

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

那
覇
市
教
育
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
九
年
度
版
「
那
覇
市
学
力
向
上
推
進
計
画

ふ
く
ぎ

じ
ん

ぶ
な
～
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
各
学
校
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
園
・
学
校
で
は
、
既
に
御
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
沖
縄
県
の
学
力
向
上
施
策
で
あ
る
「
学
力
向
上
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
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ト

授
業
改
善
６
つ
の
方
策
」
等
も
踏
ま
え
、
授
業
改
善
の
た
め
学
級
担
任
一
人
一
人

が
日
常
的
に
「
凡
事
徹
底
」
と
す
べ
き
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
本
県
・
本
市
の
学
力
向
上
施
策
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
各
学
校
・
園
の
学
力
向
上
推
進
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

１

学
級
経
営
の
改
善

①
「
さ
ん
」
づ
け
、
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
継
続
し
、
授
業
の
基
盤
と
な
る
支
持
的
風
土
の
あ

る
学
級
経
営
を
行
う
。

②
合
意
形
成
や
意
思
決
定
、
自
己
有
用
感
を
大
切
に
し
た
学
習
活
動
を
展
開
す
る
。

③
学
級
経
営PD

CA

サ
イ
ク
ル
を
日
常
的
に
活
用
し
、
学
級
経
営
を
改
善
す
る
。

２

「
確
か
な
学
力
」
の
向
上

①
那
覇
市
の
目
指
す
授
業
像
「
課
題
意
識
を
も
ち
、
他
者
と
の
交
流
を
通
し
て

主
体
的
に
自

分
の
考
え
を
広
げ
深
め
、
資
質
・
能
力
が
育
成
さ
れ
る
授
業
」
を
全
職
員
で
共
有
し
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」「
『
問
い
』
が
生
ま
れ
る
の
授
業
」
の
実
現
を
目
指
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
踏
ま
え
、「
学
ぶ
意
義
」「
働
く
意
義
」
を
実
感
さ
せ
る
。

③
学
習
状
況
の
把
握
と
支
援
の
継
続
、
学
習
規
律
・
規
範
意
識
を
徹
底
、
家
庭
学
習
・
読
書
活

動
を
充
実
さ
せ
、
学
習
を
支
え
る
力
を
育
成
す
る
。

④
学
校
図
書
館
の
活
用
充
実
・
電
子
黒
板
等
のICT
機
器
の
活
用
を
充
実
さ
せ
る
。

⑤
授
業
改
善PD

CA

サ
イ
ク
ル
を
日
常
的
に
活
用
し
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る
。

⑥
授
業
開
始
・
終
了
を
徹
底
し
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
」
導
入
を
行
う
。

⑦
「
め
あ
て
」
に
正
対
し
た
「
ま
と
め
」「
振
り
返
り
」
を
確
実
に
実
施
す
る
。

⑧
学
習
の
ね
ら
い
に
迫
る
意
図
的
・
計
画
的
な
発
問
を
工
夫
す
る
。

⑨
思
考
を
広
げ
、
深
め
る
発
問
を
工
夫
す
る
。

⑩
課
題
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
持
た
せ
る
時
間
を
確
保
す
る
。

⑪
学
習
の
ね
ら
い
達
成
に
向
け
た
交
流
場
面
を
設
定
す
る
。

３

基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成

①
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」「
食
べ
て
動
い
て
よ
く
寝
よ
う
」
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
。

②
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
や
自
他
の
物
を
大
切
に
す
る
指
導
を
行
う
。

③
日
常
的
に
校
内
放
送
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
や
整
列
し
て
安
全
・
迅
速
に
移
動
す
る
こ
と
等

を
徹
底
し
、
自
他
の
命
を
守
り
、
危
機
予
知
、
危
機
回
避
で
き
る
能
力
を
高
め
る
。

４

学
力
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

①
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
学
校O

JT

内
の
役
割
を
認
識
し
、
自
身
の
資
質
向
上
や
同

僚
の
資
質
向
上
に
貢
献
す
る
。

②
各
種
学
力
調
査
の
結
果
を
活
用
し
て
、
学
級
の
課
題
解
決
を
図
る
。

③
沖
縄
県
学
力
向
上W

eb

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
落
ち
込
み
を
把
握
し
補
習
的
指
導
を
行
う
。


